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していったのか。トゥルトーザのムスリム住民は
征服直後には土地の没収を受ける等、明らかな状
況の悪化が想定されるが、1180年代に入って土地
経営の状況が安定化すると、キリスト教徒とムス
リムの間で保有契約、地代契約等が結ばれ始め、
新たな状況が生じてきた。またキリスト教徒がム
スリムから土地を取得する際も、没収ではなく対
価を支払っての土地購入であったことを示す文書
が現れる。こうした状況の出現を以て、著者はム
デハルがキリスト教社会における一定の地位を獲
得したとする。こうしたムデハルに対する姿勢の
変化は、入植者不足に起因する労働力の不足が
あった。但し外部から獲得された捕虜・奴隷は依
然として存在し、両者の共存関係には一定の限界
もあったとされる。
最後に、カタルーニャにおける伯権力・王権が
ただ教会領主や俗人貴族層の伸長を放置してい
たわけではなく、伯の能動的な施策や様々な措
置、ローマ教会の介入といった歴史的環境の影響
といった複合的要因の帰結であったと結論付けら 
れる。
Ⅲ．本書の意義
本書の意義の第一は、レコンキスタ期の政治状
況と豊富な文書史料を併せて分析することによ
り、複数勢力の交錯するアラゴン連合王国の政治
状況とその推移を具体的に描き出している点にあ
るといえる。また、研究対象を先行研究の蓄積が
相対的に少ないバルセロナ伯領・アラゴン連合王
国に設定し、フランスやローマ教会の影響といっ
たカタルーニャ固有の要因をも視野に収めること
により、カスティーリャ中心の先行研究に対する
反例を示し、イベリア半島における国家形成の多
様性を明らかにしている。ローマックスはカタ
ルーニャ、ナバーラ＝アラゴン研究の進展を受け
て「これらの地方をカスティーリャの国家的成長
の単なる付属物と見なすことはもはや不可能に
なった」2と述べているが、本書はアラゴン連合
王国の国家形成過程の特色を十分に明らかにして
いるといえる。ただし、本書ではカスティーリャ
側の状況についてはさほど具体的な言及がなされ
ていない。アラゴン連合王国とカスティーリャ王
国とではレコンキスタの本格化した時期に若干の
ずれがあるとはいえ、入植状況、教会、ムデハル
の境遇といった本書の主要なトピックについて
は、カスティーリャ側の状況もある程度併記さ
れ、踏み込んだ比較がなされていればより理解が
深まったものと思われる。
異教徒との「共存」や「寛容」という観点から見
れば、ムデハル及びユダヤ教徒集団を対象とした
第7章はイベリア半島征服時にムスリム側が示し
た、キリスト教徒に対する態度と比較すべきとこ
ろも多く目を引く。トゥルトーザの事例では史料
上の制約もあり、大まかな傾向以上のことは解明
されていないが、ムデハル住民の権利保障が入植
者不足に起因する労働力不足といった状況の中で
社会的有用性を評価されたため、という結論は説
得的である。しかし、12世紀から13世紀初頭ま
でのムスリム住民の状況の推移と、それ以降の入
植政策との具体的な連続性までは本書では示され
ていない。この点については、今後カスティー
リャも含めたレコンキスタ期の様々な事例が比較
検討され、より具体的な展望が描かれることを期
待したい。
総じて本書は、従来注目されることの少なかっ
たレコンキスタ最初期の国家形成のあり方を、
「イスラーム勢力との対峙」をはじめ複合的な要
因と関連付けた好著といえる。研究動向の整理も
分かりやすく、初学者にとっても有益である。
猶、本書は松下幸之助記念財団による2015年
度松下正治記念学術賞受賞作である。
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